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各
種
手
続
き
は
早
め
に

　３月１日㈫～７日㈪に春の火災予防運動を実施。期間中、
市消防本部では事業所などへの立ち入り検査、消防車による
巡回広報、その他の火災予防行事を行います。
　空気が乾燥し、火災が発生しやすい気候となるため、防火
を心掛けましょう。

　また、防火の際に気を付けなければならない 10 のポイン
トの一部を左下で紹介しています。市ホームペー
ジ（右の２次元コードからアクセス可）では、
10 個全てを紹介しているので、確認してくださ
い。

農
地
を
新
た
な
担
い
手
に

託
し
ま
せ
ん
か

農
地
バ
ン
ク
を
新
設
。
農
地
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

住
所
の
異
動
手
続
き
や
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有
者
変
更

　

農
地
の
登
録
を
希
望
す
る
人

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所

2
階
の
産
業
振
興
課
に
備
え
付
け

の
「
市
農
地
バ
ン
ク
登
録
申
請

書
」
を
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
〒
６
６
６
―
８
５
０
１
・
産

業
振
興
課
に
郵
送
可
）。

▼
借
り
た
い
・
購
入
し
た
い
人

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
の
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）

に
掲
載
の
登
録
農
地

で
、
作
物
を
育
て
た

い
場
合
は
産
業
振
興

課
へ
。

経
験
年
数
な
ど
の
条
件
を
緩
和

　
農
業
の
担
い
手
不
足
を
解
消
す

る
た
め
に
、
市
民
フ
ァ
ー
マ
ー
制

度
を
改
正
し
ま
し
た
。
農
作
物
の

栽
培
経
験
年
数
を
2
年
か
ら
1
年

に
短
縮
す
る
な
ど
条
件
を
緩
和
し

ま
す
。

　
農
業
者
以
外
で
就
農
を
め
ざ
し

て
い
る
人
や
、
貸
農
園
よ
り
大
き

な
農
地
で
作
物
づ
く
り
を
し
て
み

た
い
人
が
、
農
業
に
参
入
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

【
市
民
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
】

　
市
民
農
園
な
ど
で
1
年
以
上
の

栽
培
経
験
が
あ
り
、
就
農
を
検
討

し
て
い
る
人
が
、
10
ア
ー
ル
程
度

の
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

産
業
振
興
課　

０
７
２（
７
４
０
）１
１
６
４

問
い
合
わ
せ

３
月
末
は
市
役
所
窓
口
の

混
雑
に
注
意

　
３
月
22
日
㈫
～
４
月
１
日
㈮
は

引
っ
越
し
な
ど
の
手
続
き
で
、
窓

口
が
混
み
合
い
ま
す
。
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

住
所
変
更
の
際
は

異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
引
っ
越
し
で
、
住
所
を
変
更
す

る
人
は
、
住
民
票
の
異
動
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

　
引
っ
越
し
前
の
市
区
町
村
で
転

出
届
を
、
引
っ
越
し
後
の
市
区
町

村
で
転
入
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
同
一
の
市
内
で
転
居
す
る
場

合
は
、
転
居
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
い
ず
れ
も
転
入
（
転
居
）
し
た

日
か
ら
14
日
以
内
に
届
け
出
が
必

要
で
す
。
手
続
き
に
は
、
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

市
民
課
へ
。

原
付
バ
イ
ク
な
ど
は

４
月
１
日
の
所
有
者
に
課
税

　
原
付
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど

は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

４
年
度
の
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

所
有
者
の
変
更
や
盗
難
・
紛

失
な
ど
で
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有

し
て
い
な
い
場
合
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
届
け
出
が
ま
だ
の
人

は
、
３
月
31
日
㈭
ま
で
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。
１
２
５
cc
以
下
の

原
付
バ
イ
ク
や
ミ
ニ
カ
ー
は
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
標
識
交
付
証
明
書

（
登
録
票
）
を
持
っ
て
、
市
役
所

２
階
の
市
民
税
課
へ
。
盗
難
・
紛

失
の
場
合
は
事
前
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
１
２
５
cc 

を
超
え
る
二

輪
車
は
、
兵
庫
陸
運
部

０
５
０

（
５
５
４
０
）
２
０
６
６
へ
、
軽
自

動
車
は
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
兵

庫
事
務
所

０
５
０
（
３
８
１
６
）

１
８
４
７
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

時間＝４月 21 日㈭・22 日㈮。いずれも午前 10 時―午
後４時半。全２回▶場所＝消防本部▶対象＝資格を初め
て取得する人▶費用＝ 5,000 円▶定員＝ 70 人▶その他
＝自衛消防業務講習または消防設備点検資格者講習修了
者は一部科目免除あり▶申し込み＝３月８日㈫から市
ホームページの申し込みフォームから送信（先着順）

３年度統一防火標語「おうち時間 家族で点検 火の始末」

乾燥しやすい季節は防火を心掛けましょう
消防本部予防課　 072（757）9946問い合わせ

市
民
課
（
住
所
の
異
動
な
ど
）　

０
７
２（
７
４
０
）１
１
６
５

市
民
税
課
（
バ
イ
ク
の
登
録
な
ど
）　

０
７
２（
７
４
０
）１
１
３
２

問
い
合
わ
せ

引っ越しなど何かと忙しい年度末
市役所は窓口が大変混雑します

各種届け出などは忘れず期日内に

耕
作
で
き
な
い
農
地
を
活
用

　
新
た
に
農
地
バ
ン
ク
制
度
を
設

置
。
耕
作
が
難
し
く
な
っ
た
農
地

の
所
有
者
は
農
地
バ
ン
ク
に
登
録

で
き
ま
す
。

　
制
度
の
活
用
で
、
農
地
の
有
効

活
用
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

と
解
消
に
つ
な
げ
ま
す
。

【
農
地
バ
ン
ク
制
度
】

　

高
齢
化
な
ど
で
耕
作
で
き
ず
、

担
い
手
に
困
っ
て
い
る
農
地
を
登

録
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
公

開
し
、
貸
借
・
売
買
を
促
進
す
る

制
度
で
す
。

▼
農
地
を
登
録
で
き
る
人

　
市
街
化
調
整
区
域
に
農
地
を
所

有
し
、
農
地
の
維
持
管
理
に
困
っ

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。た
だ
し
、

貸
借
や
売
買
先
が
見
つ
か
る
ま
で

の
管
理
は
自
身
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

寝たばこは
絶対しない
させない

ストーブの周りに
燃えやすいものを
置かない

甲種防火管理講習

こんろを使うと
きは火のそばを
離れない

コンセントのほこ
りをとり、不要な
プラグは抜く

市民ファーマーへの道

問い合わせ　産業振興課　 072（740）1164

　市民ファーマーを育成するために、農業担い手づくり事業
を矢問農園と JA 兵庫六甲の協力で実施。矢問農園での土作
りや植付け、収穫、生育診断などの実習を通じて、参加者の
技術の習得を図ります。
　なお、同事業に参加しない場合でも、矢問農園の空き区画
の利用申し込みができます。
　詳しくは同農園管理組合 072（792）1299 へ（管理事務所
の定休日：毎週月・水・金曜日）。

日時＝４月１日㈮～５年３月 31 日㈮（講師指導あり）▷対象
＝ 30 ～ 40 歳代で、申し込み時点で市に住民票がある新規就
農希望者▷費用＝農園使用料年３万 1,429 円（苗代、肥料代
などの実費は別途）▷定員＝ 10 人▷申し込み＝市役所 2 階の
産業振興課に備え付けの申請書（市ホームページ〈右の 2 次元
コードからアクセス可〉からダウンロード可）に必
要事項を書き、３月 22 日㈫（必着）までに〒 666-
8501・産業振興課へ(定員超過の場合は若年層優先）

矢問農園で農業のいろは、教えます住宅防火いのちを守るポイント（一部抜粋）

消防本部予防課　 072（757）9946


